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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２１年１１月分） 

２０２１年１２月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

 

目次（以下は主なトピックを抜粋） 

１．国内情勢 

（１） 国家レベル 

●「国家の日」の祝賀式典などの開催（２５日） 

（２） エンティティ、特別区 

イ．スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ＲＳ政府による第２６回対国連安保理報告書の発表（１０月２９日） 

２．外政 

（１） 多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセスを含む） 

●ＢＨ情勢をめぐる国連安保理討論（３日） 

●ヴァールヘイ欧州委員のＢＨ訪問（２４～２５日） 

（２） 二国間関係 

●エスコバー米国務省西バルカン担当特使のＢＨ訪問（７～９日） 

●ショレ米国務長官上級補佐官のＢＨ訪問（１５～１７日） 

（３） 日・ＢＨ関係 

●伊藤大使の各都市訪問（３、４、２６日） 

●伊藤大使のビオレッタ社訪問（４日） 

●バニャ・ルカ大学シュクルビッチ医学部長に対する外務大臣表彰授与（１２日） 

●伊藤大使のドディック大統領評議会メンバーとの懇談（１２日） 

３．経済 

（１） 経済政策・公共事業 

●ＢＨ外国投資促進庁、セルビア開発庁との間で投資協力に関する覚書を締結（１０日） 

●ランツ当地ＩＭＦ代表、ＢＨ財政理事会の開催を求める書簡を発出（２３日） 

（２） 経済協力（新型コロナウイルス対策支援を含む） 

●リパ移民・難民収容施設の再開（１９日） 

（注：この月報は、当地紙報道などの公開情報をとりまとめたものです。） 
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１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●新型コロナウイルス感染状況（１～３０日） 

１１月の国内新規感染者総数は２万９１１人

で、前月に続き感染者数は緩やかな増加傾

向にある。 

 

●「国家の日」の祝賀式典などの開催（２５日） 

サラエボ市等は、「国家の日」の祝賀式典を

同市庁舎で開催。また同日には、コムシッチ

大統領評議会議長（クロアチア系）およびジャ

フェロビッチ同ボシュニャク系メンバーが市内

で行われた献花式典に出席した。なお、同祝

日は現在のＢＨ領域がナチス・ドイツ支配下に

あった１９４３年１１月２５日、ＢＨ人民解放国

家反ファシスト委員会（ＺＡＶＮＯＢｉＨ）が初会

合を開催し、のちに旧ユーゴの構成共和国に

なるボスニア・ヘルツェゴビナ社会主義共和国

創設を宣言したことに因んだもので、現在ＢＨ

連邦域内で祝日とされている。 

 

（２）エンティティ、特別区 

イ．スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ＲＳ政府による第２６回対国連安保理報告

書の発表（１０月２９日） 

ＲＳ政府は、１１月５日に実施予定であった

シュミットＢＨ上級代表による国連安保理報告

に先駆け、独自の対抗報告書を発表。この中

でＲＳ政府は、同エンティティが国政の不安定

化を招いているとの批判を強めるボシュニャク

系各党を念頭に、「ＢＨの不安定化を惹起して

いるのは、セルビア系およびクロアチア系の

憲法上の権利に対して恒常的な圧力と攻撃を

加え、デイトン和平合意で定められた権力分

有の原則を拒否するボシュニャク系の姿勢で

ある。」などと主張した。 

 

●オルバーン・ハンガリー首相等のＲＳ訪問

（６日） 

オルバーン・ハンガリー首相およびシーヤ

ールトー同外務貿易相がＲＳの中心都市バニ

ャ・ルカを訪問、ドディック大統領評議会メンバ

ーおよびビシュコビッチＲＳ首相と会談し、Ｒ

Ｓ・ハンガリー間の経済協力などをめぐり意見

を交わした。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●ＢＨ情勢をめぐる国連安保理討論（３日） 

国連安保理はＢＨ情勢をめぐる定例会合を

開催し、同月５日に満了を迎えるＥＵＦＯＲマン

デートの１年間の延長を決定した。なお、同会

合ではシュミットＢＨ上級代表による第６０回

安保理報告も実施予定であったが、同代表の

就任を認めないロシアおよび中国が、ＥＵＦＯ

Ｒマンデート延長問題を盾に上級代表定例報

告の実施を拒絶。結局、米、英などの西側諸

国は、ＥＵＦＯＲマンデート延長への支持と引

き替えに、上級代表報告を取りやめることで

妥協した。 

 

●移民・難民問題に関する域内諸国間会合

の開催（１８日） 

ＢＨを含む欧州各国に流入する移民・難民

問題対策をめぐり 、サラエボにおいて

“Sarajevo Migration Dialogue”と題した域内諸

国会合が開催された。会合には、ＢＨからテゲ

ルティヤ閣僚評議会議長（中央政府の首相）

およびツィコティッチ治安相が、また諸外国か

らはホイス・スロベニア内相、スパソフスキ・北

マケドニア内相、シーヤールトー・ハンガリー
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外務貿易相等が出席。そのほか、ヨハンソン

欧州委員会内務委員およびヴァールヘイ同近

隣・拡大政策担当委員もオンラインで会合に

参加した。 

 

●ヴァールヘイ欧州委員のＢＨ訪問（２４～２５

日） 

ヴァールヘイ欧州委員会拡大・近隣政策担

当委員は、首都サラエボ、ＲＳの中心都市バ

ニャ・ルカ、およびＢＨ連邦でクロアチア系多

数派のモスタルをそれぞれ訪問し、大統領評

議会３メンバー、テゲルティヤ閣僚評議会議

長、主要与野党の党首等とそれぞれ会談を行

った。各会談では、選挙法改正交渉の進捗状

況に加え、ＲＳが強める分離主義的動きを念

頭に、悪化する当国情勢の打開に向け意見を

交わした。 

 

（２）二国間関係 

●ジャフェロビッチ大統領評議会メンバーのア

ゼルバイジャン訪問（３～５日） 

ジャフェロビッチ大統領評議会メンバーはア

ゼルバイジャンを訪問し、アリエフ同国大統領

と会談した。両首脳は、経済、エネルギー、文

化の各分野で更なる関係強化に向け協力して

いく方針で合意するとともに、アゼルバイジャ

ンからＢＨへの天然ガスの安定供給に繋がる

と期待されるＩＡＰ建設プロジェクトなどにつき

意見を交わした。 

 

●ドディック大統領評議会メンバーのスロベニ

ア訪問（７日） 

ドディック大統領評議会セルビア系メンバー

はスロベニアを訪問し、ヤンシャ同国首相と会

談を行った。両首脳はＢＨ情勢につき意見を

交わし、この中でドディック・メンバーは、（過去

のエンティティ間合意に基づき）国に移管され

た一部管轄権のエンティティへの再移管実現

に向け取り組む意向を述べた。 

 

●エスコバー米国務省西バルカン担当特使

のＢＨ訪問（７～９日） 

エスコバー米国務次官補代理兼西バルカ

ン担当特使がＢＨの首都サラエボおよびＲＳ

の中心都市バニャ・ルカを訪問。サラエボでは

大統領評議会各メンバーおよびＢＨ議会上下

両院の議長団と個別に会談したほか、バニ

ャ・ルカではセルビア系２野党党首およびチュ

ブリロビッチＲＳ国民議会議長と会談し、ＲＳ与

党が示唆する一部国家管轄権のＲＳへの一

方的再移管に向けた動きを念頭に、ＢＨの国

政正常化に向け意見を交わした。 

 

●ドディック大統領評議会メンバーのトルコ訪

問（９日） 

ドディック大統領評議会メンバーはトルコを

訪問し、エルドアン同国大統領と会談した。会

談に先立ちドディック・メンバーは、エルドアン

大統領にはボシュニャク系に有利な一方的な

情報しか与えられていないのが現状であると

の認識を述べた上で、ＢＨの正しい現状を伝

えたいと発言。また、停滞するＢＨ情勢の打開

に向け、トルコ・セルビア・クロアチア３か国首

脳によるＢＨ国内交渉の仲介実現に向けたエ

ルドアン大統領の前向きな対応を期待する旨

述べた。 

 

●ショレ米国務長官上級補佐官のＢＨ訪問（１

５～１７日） 

ショレ米国務長官上級補佐官（政治担当）

がＢＨを訪問し、大統領評議会３メンバーおよ

び当国主要政党党首等と会談した。大統領評
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議会メンバーとの会談に際してショレ補佐官

は、（ＲＳによる一部国家機関からの離脱に向

けた動きを念頭に）「米国は、デイトン和平合

意の連署国として、国家機関からの一方的離

脱およびデイトン和平合意の不安定化を招く

試みに対しては、制裁措置の発動を含む相応

の対応をとる方針であることを再度明確にす

る。」などとしたブリンケン米国務長官の書簡

を手交した。 

 

（３）日・ＢＨ関係 

●伊藤大使の各都市訪問（３、４、２６日） 

伊藤駐ＢＨ日本国大使は、３日にＢＨ西

部リブノ市（第１０県）を訪問しブカディン同

県首相等と、４日には南部モスタル市（ヘ

ルツェゴビナ・ネレトバ県）を訪問しヘルツ

ェグ同県首相と、更に２６日には中部トラ

ブニク市（中央ボスニア県）を訪問しダウト

ビッチ同市市長等とそれぞれ会談した。各

会談では、経済、観光、文化、教育などの

分野における協力深化に向け意見を交わ

した。 

 

（写真：伊藤大使とダウトビッチ・トラブニク市長） 

 

●伊藤大使のビオレッタ社訪問（４日） 

伊藤駐ＢＨ日本国大使はＢＨ西部のグ

ルーデ市に所在するビオレッタ社（主に衛

生用品製造）を訪問し、チョルルカ同社会

長兼オーナーほか同社代表者と懇談し

た。ビオレッタ社代表者からは、同社の歴

史、活動、今後の展望などに関する説明

があった。また、懇談後には、伊藤大使が

同社工場を視察した。 

 

（写真：伊藤大使とチョルルカ・ビオレッタ社会長

兼オーナー） 

 

●バニャ・ルカ大学シュクルビッチ医学部

長に対する外務大臣表彰授与（１２日） 

伊藤駐ＢＨ日本国大使は、バニャ・ルカ

大学のランコ・シュクルビッチ医学部長に

対し、令和３年度外務大臣表彰を伝達し

た。同氏は、１９８９年の日本留学後、長

年にわたり日本とＢＨの相互理解の促進

に寄与した功績が認められ、本年、ＢＨで

初めての外務大臣表彰を受賞することに

なった。 

 

（写真：伊藤大使とシュクルビッチ医学部長） 
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●伊藤大使のドディック大統領評議会メン

バーとの懇談（１２日） 

伊藤駐ＢＨ日本国大使は、バニャ・ルカ

大学シュクルビッチ医学部長への外務大

臣表彰授与のためにバニャ・ルカ市を訪

問した際に、ＲＳ政府庁舎にてドディック大

統領評議会メンバーとの懇談を行った。ド

ディック・メンバーは、同席するシュクルビ

ッチ教授の受賞への喜びを述べた上で、

日本からの長きに亘る支援に対する謝意

を表明した。 

 

（写真：伊藤大使とドディック・メンバー） 

 

３．経済 

（１）経済政策・公共事業 

●ＢＨ外国投資促進庁、セルビア開発庁との

間で投資協力に関する覚書を締結（１０日） 

ＢＨ外国投資促進庁（ＦＩＰＡ）は、セルビア開

発庁（ＲＡＳ）との間で二国間の投資協力に関

する覚書を締結した。今後、同覚書に基づき、

ＦＩＰＡとＲＡＳは両国への投資促進に向けたイ

ベント共催などで協力していく見通し。 

 

●ランツ当地ＩＭＦ代表、ＢＨ財政理事会の開

催を求める書簡を発出（２３日） 

ランツ当地ＩＭＦ代表は、ＲＳ与党が主導す

る間接税庁（ＩＴＡ）からのＲＳの一方的な離脱

に向けた動きを受け、同問題につき協議する

ことを目的に、国と両エンティティの首相およ

び財相で構成されるＢＨ財政理事会を開催す

ることを要請する書簡を発出した。他方で、セ

ルビア系閣僚は会合開催を拒否する立場を

示している（当館注：１２月２０日現在まで、会

合は開催されていない）。 

 

（２）経済協力（新型コロナウイルス対策支援

を含む） 

●米国、ＢＨの新型コロナ対策に追加の資金

援助（８日） 

米国は、ＵＳＡＩＤを通じて、ＢＨに対して新

型コロナ対策支援として１８０万米ドルの追加

資金援助を実施。同資金は今後、ＢＨ国内の

ワクチン接種体制の改善に向けた取組などに

充てられる見通し。 

 

●ＥＵ、ＢＨ国軍に計１，０００万ユーロの支援

実施の方針（１４日） 

ＥＵは、国際社会におけるＥＵの紛争予防

能力向上などを目的とする総額５０億ユーロ

規模の“The European Peace Facility”（２０２１

～２７年）の枠組で、ＢＨ国軍に対して、地雷

除去能力の向上を目的に１，０００万ユーロの

支援を行う方針を決定した。 

 

●欧州投資銀行、欧州高速回廊５Ｃ線の建設

に５００万ユーロの追加支援（１８日） 

欧州投資銀行（ＥＩＢ）とＢＨ財務省は、欧州

高速回廊５Ｃ線のうち、ＢＨ南部でクロアチア

との国境付近を通るポチテリ＝ズビロビチ区

間の建設に向け、ＥＩＢがＢＨに対して５００万

ユーロの追加支援を行うとする合意文書を締

結した。 

 

●リパ移民・難民収容施設の再開（１９日） 
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ＢＨ国内の移民・難民の多数が集中する同

国西端ビハチ市において、ＥＵの支援により冬

季滞在設備の設置などの改修を経たリパ移

民・難民収容施設の利用が再開された。同施

設では本年１月に火災が発生、改修工事が完

了するまでの間、被収容者全員がＢＨ国軍の

設置した軍用簡易テントに滞在するなどして

いた。同日に行われた施設再開式典には、改

修を支援したＥＵおよびドイツの両大使が出席

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


